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日本共産党の見解を紹介します。ご意見、ご感想をお寄せ下さい。

「『赤旗』は事実を書いたうえで怒りがあって、さらにこ

うしなくちゃいけないということまで書いてあります。他の

メディアは事実しか書かなくて物足りない」―作家の雨宮処

凛さんは赤旗の魅力をこう語ってます。住民の目線で報道し、

一般紙とは違う魅力があるのが「しんぶん赤旗」です。

「赤旗」は九電の“やらせメール”の証言と内部資

料を入手し、一般紙に先がけて7月2日に１面トップ

で報道。日本共産党の笠井議員が国会で追及し、

６日に九電社長は“やらせ”を認め謝罪しました。

大企業からの広告収入に頼ることなく、堂々と国

民の立場でモノが言える新聞だからこそスクープ記

事が出せます。

「しんぶん赤旗」は月2900円で毎日お届けしています。職場でも自宅でもお届けし

ます。日曜日にお届けする「しんぶん赤旗日曜版」だけでも購読できます（月800円）

被災者は何を望ん

でいるのか―現場の

ナマの声を届け、そ

の願いをうきぼりにし、

「復興は被災者が主

役」という立場で報道

しています。

「２ヵ月で１年分の業務」など被

災地での公務員の奮闘ぶりを報

道。国家公務員の賃金削減にも、

一般紙が同調する中で、民間

や地方公務員にも波及し経済を

さらに悪化させるものとして反対

の論陣を張っています。


